
  

 

 

 

 

 

 

 

“道シリーズ・パートⅠ”・「古代の川崎市域の道」が 9月 1２日（土）に 

大山街道ふるさと館において開催されました。当日は満席に近い多くの方が 

出席され、講師の村田文夫氏の講話に聞き入るように耳を傾けていました。 

 講話では、昨年川崎初の国史跡に指定された橘樹
たちばな

官
かん

衙
が

遺跡群に焦点をあて、 

考古学の立場から話が展開されました。とくに、川崎市域の橘樹官衙が奈良 

の都と武蔵国・府中との間を取り持つ大切な役割を担っていたことや当時の 

人々の暮しぶりなど古代のロマンをかき立てる話に時間を忘れるほどでした。 

講演後、「今、何気なく通っている道だが、海、川、道などが古代の人々にとっ 

て、交通手段として大変重要な役割を果たしていたことがよくわかった。」などの感想をいただきました。 

 

 

 

“道シリーズ・パートⅡ”・「中世の川崎市域の道」では、６３人の方が参加さ 

れ、10 月 17 日（土）盛況のうちに終了しました。講師に中西望介氏（郷土史 

研究家）をお迎えして、鎌倉道や府中道が果たしてきた役割について古地図・ 

文献・伝承をもとに詳しく解説をしていただきました。 

 鎌倉道は、“いざ、鎌倉”という言葉通り、全国の御家人にとって“戦
いくさ

の 

道・生活の道”であり、鎌倉幕府への道として強く結ばれていました。また、 

川崎市域には、“奥大道”と呼ばれる鎌倉街道の重要な幹線道路があったこと 

についてもお話していただきました。 

「道は、果たしてきた機能などを固定的に捉えるのではなく、いろいろな変遷があってその時代背景などに 

よって道が成り立っていることを考えてくことが大切なのではないか。」というまとめの話がありました。 

次回の道シリーズへの期待が高まる講演会となりました。 

 

 

 

  今年も昨年に引き続いて、ふるさと館の職員が講師となり、10 月 7 日と 10

月 14 日の２日間に渡って、久本小学校の寺子屋で授業を行いました。両日とも

全学年８０人の子ども達が集まり、“クイズで楽しもう久本小のまち”に挑戦し

ました。1日目は、学校や身近な場所に焦点をあて〇×クイズを楽しみました。

2 日目は、溝口の町や二ヶ領用水に焦点をあて、クイズでチーム対抗戦を行い

ました。「楽しかった、また、やってほしい。」と多くの子ども達から要望もあ

りました。 

子ども達にとって、クイズ遊びを通して自分たちの町の良さを再発見した１日になりました。 

  

 

 

 

～９月  二ヶ領用水がきれいになったよ！～ 

夏休みが明けて最初の探検クラブは、二ヶ領用水の清掃活 

 動でした。子供達が一番楽しみにしている活動内容の一つです。 

 当日は大石橋のたもとで、二ヶ領用水ウオッチングフォー 

ラムの方から清掃に使う道具のお話を伺いました。早速、水 

路に沿って、空き缶やゴミをマジックハンドを使って、手際 

よく拾い上げ収集車に収めていました。地域住民の方に「あ 

りがとう。おかげできれいになりました。」と声をかけられ、 

探検クラブの子ども達は、とてもうれしそうに清掃活動に取り 

組んでいました。 

清掃活動を通して地域の多くの方とふれあうことができた一日となりました。 

 

～10 月 光明寺・二子神社方面の史跡を訪ねて～ 

 10 月の探検クラブは、二子方面の探検でした。「二子神社」 

や「岡本かの子文学碑」など街道沿いにある名所や寺院の話 

を伺いました。火事になっても燃えにくい「蔵造り」の田中 

屋呉服店や「光明寺」は明治になって、全国に初めて学校が 

できた時に、本堂がそれに当てられ「二子学舎」と言われた 

ことなども教わりました。 

 

 

 

 

  近隣の川崎市立東高津中学校の生徒 3人が、9月 9日（水） 

当ふるさと館を訪れ、施設利用や事業について職場体験学習 

をしました。当日は、館長の案内で、館内の展示を見学し、 

歴史資料などについて熱心に説明を聞くなどして学習を深め 

ました。 

 最後に生徒達から「ふるさと館には、初めて来ました。円 

筒分水や大山街道のことを詳しく知ることが出来てとても良 

かったです。」と感想を述べてくれました。  

 

 

   ９月 1日から１０月３１日まで、「諏訪河原村」のミニ企画展を実施しました。地域を取り上げたミニ 

企画展は、今回で５回目になります。 

この地域の特徴は、多摩川が洪水を起こす度に、境界争いが絶えないところでした。「諏訪の一本松」や 

「諏訪の古墳群」に多くの来館者が目を留めていました。 

 

第 1回歴史探究講座が好評のうちに終わる 
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大山街道ふるさと館 職場体験学習 
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第 2回歴史探究講座が盛況のうちに終了 

高津区寺子屋事業（久本小）への協力 

汗を流してがんばる子ども達 

地域の史跡を興味深く見学 

当館で職業体験学習をする中学生 

好評のうちに終了     諏訪河原の歴史 

子ども大山街道探検クラブ活動の紹介 

 



 

 

大山街道（二子・溝口宿）をゆけば 
 二子・溝口宿の主な史跡をシリーズで紹介します。街道散策の折の参考になれば幸いです。 

 

 ふるさと発見講座開催のお知らせ                 

第２回ふるさと発見講座              

★テーマ 「川崎の発展に尽くした人物伝」 

                               ～ 浅野総一郎と秋元喜四郎 ～ 

 浅野セメント・浅野造船所（後の日本鋼管）の創始者である浅野総一郎と多摩川築堤をめぐる「アミガサ事 

件」のリーダーで知られる御幸村の橘樹郡会議員、秋元喜四郎との出会いの中で南武鉄道（今の南武線）が開 

かれました。 

 裸一貫で、「水売り」から出発し、その後「九
きゅう

転
てん

十
じゅっ

起
き

」の大実業家としての名を成す総一郎の生涯を多彩な 

人間模様と時代背景を交えながら解説をしていただきます。とくに、安田善次郎とともに日本の産業を通じて、 

国づくり、人づくりに貢献していく過程を熱く語っていただきます。 

 

 ◆ 日  時  １２月 ８日（火） １３：３０～１５：３０ 

 ◇ 講  師  小川信夫氏（演劇作家） 

 ◆ 会  場  大山街道ふるさと館 イベントホール（２階） 

 ◇ 定  員  ６０名（先着順） 

 ◆ 参 加 費  ３００円（資料代を含む） 

 ◇ 申し込み  １１月 ９日（月）から 

         ＊大山街道ふるさと館にて電話、ＦＡＸ 

          または、窓口で受付けます。 

 

 

                    ＜久地村の歴史＞  

開催期間 ２０１６年 １月５日から２月下旬まで                                                 

                       ミニふるさと発見展はふるさと高津の歴史のエピソードなど 

を分かりやすい内容で掲示板を使って展示紹介していきます。 

                      今回は「久地村」です。 

                      久地は二ヶ領用水が久地駅付近で上河原・宿河原堰からの流れ 

                     が合流し、円筒分水で川崎堀や根方堀などに分かれる場所です。 

                      歴史のなかで特筆すべきことは、多摩川との戦いです。氾濫の 

                     たびに居住地や田畑の耕作に多大な影響を受けただけでなく、隣 

＊とうよこ沿線ＨＰ-写真が語る沿線から-   村の堰村・宇奈根村との境界をめぐる争い、横土手をめぐる争い 

                     が起こっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

❝第９回 溝口宿・亀屋旅館❞           （所在地：高津区溝口） 

  大山街道溝口駅入口交差点脇に、かつて亀屋旅館がありました。亀屋旅館は、 

寛永１９年（１６４２年）に創業された大山街道では古い旅館です。 

溝口の亀屋は、街道を往来する旅人や薬・荒物・まゆなどを売り、買い歩く旅 

商人相手の旅館でした。溝口亀屋旅館を一躍有名にしたのは、文豪、国木田独歩 

が武蔵野巡りの道すがら亀屋に宿泊し、この「亀屋」をモデルに小説を書いたこ 

とです。その時、執筆した作品が「忘れえぬ人々」です。作品は、明治３１年４ 

月に「國民之友」に発表されました。 

 亀屋旅館は、昭和初期には料亭も兼ね、純日本風二階建ての豪華な建物になりま 

した。昭和９年には、独歩と亀屋の関係を後世に残そうと島崎藤村など文人が中心 

になって「独歩の碑」が立てられました。戦後、亀屋旅館は結婚式場を併設し亀屋 

会館と名を改めました。亀屋会館の玄関前にあった文学碑は、亀屋会館の閉鎖に伴い、 

現在は高津図書館前に移転されています。この碑は、「溝口・亀屋」の歴史とともに、唯一その面影を今に 

伝えています。 

 

溝口神社祭礼・二子神社祭礼・宗隆寺お会式 

 

秋晴れの中、９月１３日（日）に溝口神社祭礼みこしのパレードが沿道 

狭しと繰り広げられました。溝口神社は、明治６年（１８７３年）伊勢神 

宮の分霊社として溝口村の総鎮守となりました。「ドーン」「ドーン」とい 

う大太鼓山車を先頭に、各町内みこしが続きます。 

一方、10月 11 日（日）には、二子神社祭礼が執り行わ 

れました。二子神社は、天照皇大神を祭ること 

から、二子神明神社といいます。境内には、延宝６年（1678 年）の念仏講の供養塔な 

どがあります。また、10 月 21 日（水）には、宗隆寺のお会式が執り行われました。 

大山街道を練り歩く万灯
まんどう

供養パレードでは、今年も数多くの万灯が参加し、万灯の明 

かりと太鼓や鉦の音が夜空にこだまして、秋の深まりを告げていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ミニ企画展 乞うご期待 

 

 

★ 第３回企画展     ３月５日（土）～３月１１日（金） 

         「地域が創出するカルチャー展」 ～趣味が創り出す美と感動の世界～                 

★ 第３回 歴史探究講座 ３月５日（土） 

         「近世の川崎市域の道」講師：馬場治子氏 

★ 高津アーカイブ展   ３月５日（土）～３月１１日（金） 

  

参加者募集 

改修を祝う久地の分量樋 

講師：小川信夫氏 

来年３月には大山街道フェスタ参加事業として「ふるさと館まつり」を計画しています。 

二子・溝口宿の主な史跡をシリーズで紹介します。街道散策の折の参考になれば幸いです。 

昭和初期の亀屋旅館 

申込み・問合せ 大山街道ふるさと館       

〒213-0001 川崎市高津区溝口 3-13-3 

電話：044（813）4705 FAX：044（814）0250 

開館 時間 ・9：30～21：30 

休 館 日 ・年末年始（12 月 28 日～1月４日） 

施設点検日 ・毎月 最終金曜日 

床 清 掃 ・奇数月 第 3水曜日 

※施設点検日、床清掃日は会議室等の利用ができません。 

※駐車スペースがありませんので、お車での来館はご遠慮 

ください。 

－ふるさと館案内図－ 

 

JR南武線 武蔵 溝ノ口駅 下車 徒歩7分 

東急田園都市線 高 津 駅 下車 徒歩5分 

 

大山街道を飾る秋の祭典 

 


